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【団体の部】 （敬称略）

団体名 主な功績の概要

戸波あったかパト
ロール隊

　児童の登下校時の安全と健やかな成長を見守ることを目的と
して発足。見守り活動や青色回転灯装備車両を用いた防犯パト
ロール、土佐市少年育成センター指導委員として委嘱を受けて
夜間補導を実施する等、地域の児童・生徒の安全を確保する積
極的な活動を行い、安全で安心なまちづくり推進に貢献した。

「わたり会」具同
地区学校支援地域
本部

　学校・家庭・地域社会がそれぞれの役割を果たし相互に連
携・協働して児童の成長を支え、人間性を涵養することを目的
として発足。児童の登下校時における見守り活動や街頭指導、
児童と協働した清掃活動、学校関係者等との危険箇所や校外に
おける児童の様子等に関する情報交換等を積極的に実施し、地
域の安全で安心なまちづくりの推進に貢献した。

高知県立高知工業
高等学校情報技術
部

　高等学校が警察署からの要請に応え、部活動として情報技術
を用いた特殊詐欺被害防止啓発動画を作成。啓発動画は地域の
金融機関や家電量販店のほか、動画配信サイトでも配信し、幅
広い年齢層に被害防止を訴えることができた。高等学生が部活
動を通じて積極的に防犯活動に従事する姿勢は、今後の若い世
代による防犯活動の活性化につながることが期待される。

山田小学校やまび
こ会

　児童の安全を守り、健全育成への協力者となること等を目的
として発足。学校の登校時間帯には、年間を通じて見守り活動
や街頭指導を実施。また、地域の巡回活動や少年非行の情報収
集、関係機関への情報提供や通報を実施する等しており、地域
の安全で安心なまちづくりの推進に貢献した。
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令和３年度高知県安全安心まちづくり功労団体等表彰受彰者



（敬称略）
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令和３年度高知県安全安心まちづくり功労団体等表彰受彰者

個人名 主な功績の概要

     みょうじん  まさのり

明神　正典

　ミタニ建設工業株式会社で稼働する者であり、平成21年から
同社の地域貢献活動(ＣＳＲ活動)担当に就き、防犯活動を開始
した後、現在もその活動を継続している。活動内容は、定期的
な子ども見守り活動と青色回転灯装備車両を用いた防犯パト
ロールのほか、活動責任者として対外対応に従事し、様々な防
犯ＣＳＲ活動も実施しており、民間企業による防犯ＣＳＲ活動
に対する意識の醸成や、地域の安全で安心なまちづくりの推進
に貢献した。

    　 はまだ　 とよたか

浜田　豊髙

　昭和53年に嶺北地区少年補導員として委嘱されたことを始め
とし、現在に至るまで民生委員(主任児童委員)青少年部会、大
豊町子ども会連合会及び嶺北地区地域安全推進員にも籍を置き、
会長等の役職を歴任しながら、継続的に防犯活動等を実施して
いる。活動内容は、地域における少年補導活動や育成活動のほ
か、駐在所連絡協議会等の関係機関と連携した合同パトロール、
警察署と連携した街頭での特殊詐欺被害防止啓発活動、不審者
に関する情報共有等多岐にわたっており、地域住民の防犯意識
向上や、地域の安全で安心なまちづくりの推進に貢献した。

       　し で　 いさお

志手　功

　平成17年から梼原町青少年健全育成町民会議会長及び梼原町
青少年育成センター専任補導員として活動を開始。保護司や須
崎地区少年警察ボランティアとしても活動し、継続的に活動を
行っている。活動内容は、登校時間に合わせた児童等に対する
声掛け運動や見守り活動、夏期祭礼時における少年補導活動の
ほか、梼原町通学路安全対策連絡協議会に参加し、児童等の交
通事故防止活動も実施している。このような活動は、地域住民
の交通事故防止や防犯の意識向上や、地域の安全で安心なまち
づくりの推進に貢献した。

【個人の部】
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☆　佳作

令和３年度高知県犯罪のない安全安心まちづくりポスター入選作品

【小学生の部】

５

　　　室戸市立羽根小学校
　　　　　　なかじま

　　　　　　中島　ゆづは　さん 　　　香南市立野市小学校
　　　　　　かわかみ　　こ　あ

　　　　　　川上　心愛　さん

　　　土佐市立蓮池小学校
　　　　　　たけしま　　あき

　　　　　　竹島　璃　さん

　　　香南市立香我美小学校
　　　　　　ありさわ　　ま　な

　　　　　　有澤　真愛　さん
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☆　佳作

【中高生の部】
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令和３年度高知県犯罪のない安全安心まちづくりポスター入選作品

　高知県立高知国際中学校
　　　　　　 うえた     ゆ　い

　　　　　　上田　悠生　さん

　高知県立伊野商業高等学校
　　　　　　すみだ　　　く　れ　あ

　　　　　　隅田　玖莉愛　さん

　高知県立高知工業高等学校
　　　　　　ひろせ　　　は　く

　　　　　　弘瀬　波駈　さん

　高知県立高知工業高等学校
　　　　　　なかひら　　なるみ

　　　　　　中平　鳴海　さん



※ 犯罪被害における「子ども」とは２０歳未満の少年

※ 交通事故における「子ども」とは中学生以下の少年

《 地域で子どもを見守ろう 》

１　令和３年度重点テーマに基づく主な取組について

《子どもに対する声かけ事案等認知件数》 《声かけ事案等の対象者別集計》

議題１　令和３年度の取組実績について

《子どもが被害にあった刑法犯の認知状況(暫定)》

《子どもが巻き込まれた交通事故発生件数》

H29年 H30年 R元年 R２年 R３年

363件 362件 322件 289件 269件

○ 市町村によるスクールガード・リーダーの委嘱　令和２年度：21市町村、39人
○ 「あんしんＦメール」登録の促進（登録数：18,757人、情報発信数：223件）
○ ラジオを活用した広報啓発　（県１回）
○ 保育所等における防犯教室や不審者対応訓練　
         （誘拐被害防止教室：182回、不審者対応訓練：125回）
○ 通学路安全の日（毎月第３木曜日）の活動（通年実施）
○ 安全安心まちづくりニュースによる広報啓発（第１号、第２号、第４号、各号101,600部）
○ 安全安心まちづくりだよりによる広報啓発　（第２号、第３号、各号約250部）
○ 安全シェルター等の登録
　       （子供110番の家：2,919戸、子供110番の車：968台）

R２年 R３年 増減数

子どもが被害に遭った犯罪の種類別認知件数と割合

凶悪犯
粗暴犯

凶悪犯・粗暴犯被害
総数中、子どもの被
害が占める割合

強制・公然
わ い せ つ

強制・公然わいせつ被
害総数中、子どもの被
害が占める割合

窃盗犯
窃盗犯被害総数中、
子どもの被害が占め
る割合

 487件 379件  -108件　 39件 15.7% 8件 73.1% 313件 20.2%

　 件　数 死　者 負傷者

R２年  81件    0人  81人

R３年  62件    0人  62人

増　減 -19件　　　　　 ±0人              -19人

小学生 中学生 高校生 その他 合計

R２年 　113件 56件　 79件　 41件　289件　

R３年 　108件 61件　 72件　 28件　269件　

増減数 -5件　 5件　 -7件　-13件　-20件　

８

　子どもが被害者となる刑法犯の認知件数は、前年と比べ108件の減少となりました。
　傾向として、わいせつの犯罪被害にあう割合が、他の犯罪と比べ高くなっています。　　　
　子どもに対する声かけ事案等の認知件数は、前年と比べて20件減少しました。
　特徴として、対象者別で見ると約半数が小学生となっています。
　安全安心に関する取組は、刑法犯認知件数の減少等から一定の効果が窺われますが、
子どもが被害者となる犯罪の発生状況や、誘拐等の凶悪事件につながる危険性のある
声かけ事案は約270件発生しており、今後も見守り活動を強く推進していく必要があ
ります。
　子どもの安全対策は、地域住民、保護者又は学校関係者など、地域全体で対策への
共通意識を持ち、連携した活動を行っていく必要があります。
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120 被害額(百万円) 被害認知件数

《 特殊詐欺の被害を防ごう 》

《 令和３年類型別認知件数 》
（件）  （百万円）

○ 街頭キャンペーンなどによる広報啓発　（797回）
○ ラジオを活用した広報啓発　（県警察３回、県１回）
○ あんしんＦメールによる特殊詐欺被害注意情報の発信（発信件数29件）
○ 安全安心まちづくりニュースによる広報啓発　（第１号、第４号、各号101,600部）
○ 安全安心まちづくりだよりによる広報啓発　（第１号、第２号、各号約250部）
○ 詐欺電話撃退装置「見張り君」貸出

○ 特殊詐欺被害防止教室の実施　（252回）
○ 金融機関等による被害の未然防止（60件）

高齢者の被害は全体の約65％

９

《 被害額・被害認知件数の推移 》

　令和３年中の特殊詐欺被害の認知件数は31件、被害額は約4,285万円で、前年と比
べ、被害件数・被害額ともに減少しました。
　類型別として最も被害件数が多かったものは、携帯電話のＳＭＳ(ショートメッ
セージサービス)等を利用し、ありもしないことを口実として料金を請求する「架空
料金請求詐欺」となり、全体の約45％を占めています。
　被害状況としては、特殊詐欺被害全体の約65％を高齢者が占めており、高齢者対象
の被害防止対策が引き続き課題となっています。
　また、社会情勢に応じて手口が多様化・巧妙化していることや、高齢者だけでなく、
若者を含めた幅広い年齢層に被害が拡大しており、今後も引き続き取組を強化してい
く必要があります。
　なお、特殊詐欺は、手口ごとに被害者層や被害金の交付形態等が異なることから、
必要な被害防止対策を的確に行うことが重要で、高齢者に対しては、体験型や実演型
の被害防止教室等によって、その危険性を体感してもらうとともに、あらゆる機会を
通じた直接的、個別的な呼びかけにより、不審な電話を受けた場合などには、必ず家
族や知人、警察などの行政機関への相談をしてもらう必要があります。

特殊詐欺の手口
件数

　 65歳以上

オレオレ詐欺 0 0

預貯金詐欺 4 4

架空料金請求詐欺 14 8

融資保証金詐欺 6 2

還付金詐欺 5 5

金融商品詐欺 0 0

ギャンブル詐欺 1 0

交際あっせん詐欺 0 0

その他の特殊詐欺 0 0

キャッシュカード詐欺盗 1 1

合　計 31 20



《 高齢者などを事故や事件から守ろう 》

《県内の交通事故、高齢者の交通事故発生件数》

《高齢者・女性が被害者となった刑法犯の認知状況》

　令和３年中の交通事故は、発生件数、負傷者数及び死者数の全てが減少しており、構
成員の皆さまによる安全安心の取組についての効果が現れています。
　交通事故で亡くなられた方のうち、高齢者（65歳以上）は21人で、全死者数の８割以上
を占めており、また、昨年の｢７割以上｣より割合が増加していることからも、高齢者の交
通安全対策は重要性が高まっていると言え、今後も高齢者を中心とした交通安全対策を推
進していく必要があります。
　令和３年に高齢者が被害にあった刑法犯認知件数は、前年と比べて増加し、また、女性
が被害にあった件数は、前年とほぼ同数となっていることから、被害防止啓発活動を継続
していく必要があります。
　また、高齢者や女性などが犯罪の被害にあわないよう、広報啓発活動や戸別訪問等の
各種取組を推進していく必要もあります。

　 件　数 死　者 負傷者
高齢者

件　数 死　者 負傷者

R２年 1,263件 34人 1,382人   575件 26人 335人

R３年 1,046件 25人 1,142人   482件 21人 249人

増　減  -217件   -9人  -240人 -93件   -5人  -86人

　 R１年 R２年 R３年

高齢者・女性が被害に遭った種類別　発生件数と割合（令和３年中）

窃盗
被害

窃盗被害総数
中、高齢者･女
性が占める各
割合

強制・公然

わいせつ
被　害

強制・公然わい
せつ被害総数中、
高齢者・女性が
占める各割合

詐欺
被害

詐欺被害総数
中、高齢者・女
性が占める各
割合

総　数 3,562件 2,719件 2,859件 2,016件 　 26件 　 91件 　

高齢者   480件   358件   387件   256件　 12.7%　   1件  3.8% 23件 25.3%

女　性 1,178件   818件   814件   533件　 26.4%　 17件 65.4% 32件 35.2%

○ 春・秋・年末年始の交通安全運動（通年実施）
○ 交通事故防止キャンペーンに伴う１万人訪問活動【９月中】（10,943人）
○ 高齢者を対象とした交通安全教室（455回、参加者数：5,712人）
○ 高齢者アドバイザーによる高齢者宅訪問（21,633回、28,833人）
○ 広報紙等による広報啓発活動
　　　　　（交番・駐在所速報：290紙、41,981部　　ミニ広報紙：1,785紙、472,143部）
○ 高齢者を対象とした防犯教室（238回、参加者数：3,338人）
○ 安全安心まちづくりニュースによる広報啓発　（第１号から第４号、各号101,600部）
○ 安全安心まちづくりだよりによる広報啓発　（第１号から第３号、各号約250部）
○ 女性を対象とした防犯教室（４回）
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《 鍵かけ運動を進めよう 》

《県内の刑法犯、主な窃盗犯の認知件数》

《令和３年中の窃盗被害認知と施錠の有無》

　令和３年の刑法犯全体の認知件数と窃盗被害の認知件数は、前年と比べいずれも増
加しており、構成員の皆さまによる安全安心への継続的な取組が必要となっています。
　窃盗被害を見てみると、その多くは「自転車盗」や「車上ねらい」といった乗り物
に関する手口で、窃盗被害全体の約32％を占めています。
　これらの手口による被害の多くは、施錠なし(又は無締まり)の状態で被害にあって
います。また、持ち家やマンションなどの住宅に侵入する盗難被害についても、約
68％が無施錠の状態で被害にあっています。
　盗難被害防止のためには、鍵を確実にかけることが、身近で直ぐにできる防犯対策
であり、重要な取組となることから、引き続き「確実な鍵かけ」を呼び掛けていく必
要があります。

自動車盗
オート
バイ盗

自転車盗
車　上
ねらい

住宅対象
の侵入盗

被害件数 8件 18件 552件 100件 　73件

施錠あり 5件   8件 147件   27件   18件

施錠なし
無締まり

3件 10件 405件   73件 　50件

　 認知総数
うち

窃盗被害

乗り物盗
車上ねらい

住宅対象
の侵入盗自動車盗 オートバイ盗 自転車盗

R１年 3,562件　 2,653件　 　4件 49件　 1,030件　 233件　 100件　

R２年 2,719件　 1,862件　 　6件 13件　 　683件　 114件　 120件　

R３年 2,859件　 2,016件　 　8件 18件　 　552件　 100件　  73件　

※ 住宅対象の侵入盗被害73件中、施錠の有無が不明は５件

※ 住宅対象の侵入盗のうち、施錠の有無が不明のものは計上せず

○ 安全安心まちづくりニュースによる広報啓発　（第１号、第４号、各号101,600部）
○ 安全安心まちづくりだよりによる広報啓発　（第１号、第２号、各号約250部）
○ ラジオを活用した広報啓発　（県１回）
○ 安全安心まちづくり啓発イベント「安全安心まちづくりひろば」での広報啓発　
○ 自転車盗難被害防止モデル校の指定と広報啓発
         （指定53校〈指定校の内訳：小学校10校・中学校25校・高校18校〉）
○ 自転車盗難被害防止啓発チラシの配布（25,000枚）

《過去３年間の無施錠率の推移》
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２　令和３年度の事業計画に基づく主な取組について

(１) 事業計画に基づく主な取組

　３～４月　・各構成員の令和２年度取組実績及び令和３年度取組予定を照会
　　　　　　　　
　　　５月　・令和３年度高知県犯罪のない安全安心まちづくりポスターの募集開始　

　　　６月　・会報「安全安心まちづくりだより」（令和３年度第１号）発行
　　　　　　
　　　７月　・広報紙「安全安心まちづくりニュース」（令和３年度第１号）発行

　　　８月　・第１回幹事会の開催（書面）
　　　　　　・各構成員の令和２年度取組実績及び令和３年度取組予定を公表
　　　　　　・ブロック別県市町村担当者会（書面による情報提供）　　　　　　
　　　　　　
　　　９月　・安全安心まちづくり功労団体等表彰推薦受付開始
　　　　　　・広報紙「安全安心まちづくりニュース」（令和３年度第２号）発行
　　　　　　・会報「安全安心まちづくりだより」（令和３年度第２号）発行

　　　10月　・安全安心まちづくり啓発イベント「安全安心まちづくりひろば」の開催
　　　　　　・広報紙「安全安心まちづくりニュース」（令和３年度第３号）発行
　　　　　　・会報「安全安心まちづくりだより」（令和３年度第３号）発行
　　　　　　・地域安全運動イベント「高知県民のつどい」(感染症対策のため中止）　　

　　　　　　　　
　　　11月　・安全安心まちづくりポスター選考会の開催

　　　１月　・安全安心まちづくり功労団体等表彰審査委員会の開催
　　　　　　・第２回幹事会の開催
　　　　　
　　　２月　・総会の開催
　　　　　　・広報紙「安全安心まちづくりニュース」（令和３年度第４号）発行
　　　　　　・会報「安全安心まちづくりだより」（令和３年度第４号）発行（予定）

　　　通年　・安全安心まちづくりに取り組む企業・団体等に推進会議参加を呼び掛け
　　　　　　　令和２年度総会時から後、新たに５社が構成員として参加
            ・第４次高知県犯罪のない安全安心まちづくり推進計画の策定　　
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(２) 全国地域安全運動期間中（10/11～10/20）の主な取組

　　・10月16日 「安全安心まちづくりひろば」の開催
　　　高知市帯屋町１丁目「アーケード内」において開催。
　　　顔出しパネルが併設されたパトカーの展示、防犯レター作成コーナー、安全安

心まちづくりパネル展示、特殊詐欺被害防止パネル展示、自転車用ヘルメット
の展示・着用啓発及び女性活躍推進室コーナー等を設置。　



社会的弱者である子ども達を犯罪から守ることは、安全で安心なまちづく

りの要といえます。近年、子どもが被害者となる刑法犯の認知件数は減少傾

向ですが、誘拐や性犯罪等の凶悪犯罪へとつながる危険性のある声かけ事案

等の認知件数は、300件前後で推移しています。このことから、引き続き高知

県全体で「子どもを守る」という共通認識を持ち、見守り活動を継続してい

く必要があります。

昨年の特殊詐欺被害は一昨年と比べ改善はしましたが、未だ件数31件、総

額4,285万円の被害が認められ、多くの方が被害に遭っている状況です。また、

社会情勢に応じた手口など、その犯行態様は多様化し、全世代で被害が拡大

していることから、引き続き高知県全体で被害防止に向けた活動を力強く推

し進める必要があります。

高齢化率が上昇する高知県では、高齢者が関係する特殊詐欺、悪質商法等

の犯罪被害や交通事故に対処していくことが重要です。これらの被害を防ぐ

ためには、防犯ボランティア団体と関係機関が連携して、あらゆる機会を活

用した啓発情報の発信や各種教室の開催等、心に響く活動を拡充し継続させ

ていく必要があります。

刑法犯の認知件数のうち約７割が窃盗被害ですが、その多くが鍵をかけて

いない状態で被害にあっています。住まいを狙った侵入窃盗についても、無

締まりの箇所から侵入される被害が多く発生していることから、「鍵かけ」

という基本的な防犯対策を通して、「自らの安全は自らで守る」という意識

を醸成してもらうことが必要です。

以上のことから、令和４年度の重点テーマを次のとおり定めます。

重点テーマ（案）

議題２　令和４年度の重点テーマについて

地域で子どもを見守ろう

高齢者などを事故や事件から守ろう

鍵かけ運動を進めよう
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特殊詐欺の被害を防ごう



　県民の防犯意識の醸成に努めるとともに、県民、事業者、地域で活動する団
体等による犯罪のない安全で安心なまちづくりへの気運を高めることを目的と
し、感染症対策を取り入れるなど、新しい価値観に応じた各種行事の開催や広
報媒体の利用によって効果的な取組を行います。

１　令和４年度の高知県安全安心まちづくり推進会議の事業計画（案）

　　　　４月　・各構成員の令和３年度取組実績及び令和４年度取組予定を照会
　　　　　　　・第４次推進計画に基づく取組事項等について（庁内照会）

  ５月～10月　・安全安心まちづくりポスターの募集

　６月～２月　・広報紙「安全安心まちづくりニュース」の発行（年４回）

  ６月～２月　・会報「安全安心まちづくりだより」の発行（年４回）　　　

　　　　７月　・第１回幹事会の開催
　　　　　　　・各構成員の令和３年度取組実績及び令和４年度取組予定を公表

  　　　８月　・ブロック別県市町村担当者との意見交換会

　９月～10月　・安全安心まちづくり功労団体等表彰推薦の受付

　　　　10月　・全国地域安全運動期間の取組への協力
　　　　　　　・安全安心まちづくり啓発イベントの開催

　　　　11月　・安全安心まちづくりポスター選考会の開催

　　　　１月　・安全安心まちづくり功労団体等表彰審査委員会の開催
　　　　　　　・第２回幹事会の開催

　　　　２月　・総会の開催

２　全国地域安全運動期間中（10/11～10/20）に行う事業（案）
　　（公社）高知県防犯協会及び高知県警察とともに、県民の皆様、事業者、地域で活動す

る団体、行政担当職員等を対象とした啓発を行います。
　　 また、犯罪や事故のない安全で安心な地域社会づくりをテーマとしたイベントを開催し

て、安全安心まちづくりの啓発を行います。

　○  ｢安全・安心なまちづくりの日 高知県民のつどい」への共催

　○　安全安心まちづくり啓発イベント「安全安心まちづくりひろば」の開催

　○　テレビやラジオ・広報紙等を活用した集中的な広報啓発

議題３　令和４年度の事業計画について
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議題４　役員の改選について

15

高知県安全安心まちづくり推進会議役員
（令和３年度総会まで）

役　職 氏　名 所属団体及び職名

会　長 濵田　省司　 高知県　知事

副会長 仲村　貴介 高知県小中学校ＰＴＡ連合会　会長

副会長 池永　彰美 高知県民生委員児童委員協議会連合会　会長

副会長 伊藤　博明 高知県教育委員会　教育長

副会長 熊坂　隆 高知県警察　本部長
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役　職 氏　名 所属団体及び職名

会　長 濵田　省司　 高知県　知事

副会長 仲村　貴介 高知県小中学校ＰＴＡ連合会　会長

副会長 池永　彰美 高知県民生委員児童委員協議会連合会　会長

副会長 伊藤　博明 高知県教育委員会　教育長

副会長 熊坂　隆 高知県警察　本部長

改選後の高知県安全安心まちづくり推進会議役員
（令和３年度総会から令和５年度総会まで）（事務局案）



　安全で安心して暮らせる地域社会の実現は、県民すべて

の願いです。

　私たちの身近なところで起きる犯罪の被害から、自分や

家族、地域を守るためには、県民一人ひとりが防犯意識を

高め、子どもや高齢者の見守り活動など、できることから

取り組んでいくことが必要です。

　ここに私たちは「高知県はひとつの大家族」との思いの

もと、人権を尊重し、人と人とのつながりを大事にして、

相互に助け合い・協力しながら、次のとおり安全安心まち

づくりに取り組むことを宣言します。

一、　毎年度の事業計画に、安全安心まちづくりの取組を

　　盛り込み、自らの活動として取り組んでいきます。

一、　自らの活動を通じて、安全安心まちづくりの考え方

　　が広く浸透するように努め、県民によって支えられる

　　運動としていきます。

一、　各地域で行われる安全安心まちづくり活動に参加・

　　協力し、事件・事故などの被害防止につなげます。

                令和４年２月15日

　　　　　　　　　高知県安全安心まちづくり推進会議　

　「高知家」とは
　　　高知県の一番の魅力、家族のようにあたたかい｢高知県人＝人｣に着目し、高知県を一つの大きな
　　　家族に例えて、県全体で取り組むキャンペーンです。
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資料１
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高知県安全安心まちづくり推進会議規約

（名称）

第１条　この会議は、「高知県安全安心まちづくり推進会議」（以下「推進会議」という。）

 と称する。

（目的）

第２条　推進会議は、高知県犯罪のない安全安心まちづくり条例（平成１９年高知県条例

 第９号）第１１条に基づき、犯罪の被害に遭わずに安全で安心して暮らすことのできる

 高知県を目指して、県民、事業者、地域活動団体、行政機関が相互に連携、協働して

 犯罪のない安全安心まちづくりを推進することを目的とする。                         

（事業）

第３条　推進会議は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

 (1)  犯罪のない安全安心まちづくりに関する重点的な取り組みに関する協議

 (2)  犯罪のない安全安心まちづくりに関する情報及び意見の交換

 (3)  犯罪のない安全安心まちづくりに関する普及啓発

 (4)  その他目的を達成するために必要な事項

（構成員）

第４条　推進会議は、本会議の目的に賛同し、県域にわたって安全安心まちづくりの活動

 を展開している団体等及び行政機関並びに有識者で構成する。

２　推進会議に参加を希望する団体等及び行政機関は、所定の入会申込書を会長に提出

 し、承認を受けるものとする。

３　推進会議の構成員は、退会届を会長に提出して、退会することができる。

（役員）

第５条　推進会議に次の役員を置く。

 (1)  会長　　１名

 (2)  副会長  若干名

２　役員は、総会において構成員の代表者の中から互選により選出する。

３　会長は推進会議を代表し、会務を総理する。

４　副会長は会長を補佐し、会長が不在のときはその職務を代理する。

５　役員の任期は２年とする。ただし、任期満了後も後任者が就任するまでの間、引き続き
その職務を行うものとし、再任を妨げない。

６　役員が任期満了等により構成員の代表者を退いた場合は、その職の後任者が前任者

の残任期間その職務を行うものとする。



（総会）

第６条　推進会議の総会は、会長が招集し、その議長となる。ただし、会長不在の場合は、
 会長があらかじめ指名した者がその議長となる。

２　規約の改廃その他重要な事項は、総会において審議する。
３　総会は公開とする。
４　会長は、必要があると認めるときは、総会に構成員以外の者の出席を求めることが
　できる。

（幹事会）
第７条　推進会議の円滑な運営を図るため、幹事会を置く。

２　幹事会の構成員（以下「幹事」という。）は、会長が別に定める推進会議の構成員から
選出された者とする。

３　代表幹事は、幹事の互選により選出する。
４　幹事会は、次に掲げる事項について審議する。
 (1)  総会に付議すべき事項
 (2)  総会の審議した事項の執行に関する事項
 (3)  その他総会の審議を要しない会務の執行に関する事項

５　第５条第５項及び第６項、前条第１項、第３項及び第４項の規定は、幹事会において
準用する。

 この場合において、これら条文中「役員」とあるのは「幹事」と、「総会」とあるのは
「幹事会」と、「会長」とあるのは「代表幹事」と読み替え、第５条第６項に「構成員の
代表者」とあるのは「推進会議の構成員たる所属団体の役職等」と読み替えるもの
とする。

（事務局）

第８条　事務局は、高知県、高知県教育委員会及び高知県警察本部の高知県犯罪のない
 安全安心まちづくり条例の所管課に置く。

（委任）

第９条　この規約に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、会長が
 別に定める。

　　　附　則
　１　この規約は、平成２０年１月２５日から施行する。

　２　第６条第１項の規定にかかわらず、推進会議の設立総会に限り、高知県知事が招集
    する。

　　　附　則(平成２１年２月１０日改正）

　一　この規約は、平成２１年２月１０日から施行する。
    　附　則(平成２６年２月７日改正）

　一　この規約は、平成２６年２月７日から施行する。
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高知県安全安心まちづくり推進会議構成員名簿（令和４年２月15日現在）

番
号

区分 構成員名

1

防犯活動団体

公益社団法人　高知県防犯協会

2 高知県地域安全アドバイザー連絡会

3 高知県タウンポリス連絡協議会

4

地域活動団体

高知県民生委員児童委員協議会連合会

5 公益財団法人　高知県老人クラブ連合会

6 高知県連合婦人会

7 社会福祉法人　高知県社会福祉協議会

8 一般社団法人　高知県交通安全協会

9 高知県交通安全指導員協議会

10 高知県交通安全母の会連合会

11 高知県少年警察ボランティア協会

12 公益財団法人　高知県身体障害者連合会

13 高知市老人クラブ連合会

14 高知県安全安心まちづくり「みのり会」

15 あさひのこどもを守る会

16 高知県更生保護女性連盟

17
こどもの安全の確保

に関する団体

高知県小中学校ＰＴＡ連合会

18 高知県小中学校長会

19 高知県スクールガード・リーダー連絡協議会

20

事業活動に関する団
体等

高知県経営者協会

21 高知県商工会議所連合会

22 高知県商工会連合会

23 高知県旅館ホテル生活衛生同業組合

24 公益社団法人　高知県建築士会

25 高知県共同住宅防犯協議会

26 高知県金融機関防犯連合会

27 高知県石油業協同組合

28 高知県理容生活衛生同業組合

29 高知県遊技業協同組合

30 一般社団法人　高知県トラック協会

31 一般社団法人　高知県警備業協会

32 一般社団法人　高知県指定自動車学校協会

33 株式会社ドコモＣＳ四国高知支店

資料２
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高知県安全安心まちづくり推進会議構成員名簿（令和４年２月15日現在）

番
号

区分 構成員名

34

事業活動に関する

団体等

日本貸金業協会高知県支部

35 西日本電信電話株式会社高知支店

36 株式会社　高知銀行

37 四国電力株式会社高知支店

38 一般社団法人　高知県産業廃棄物協会

39 高知県自転車二輪車商協同組合

40 四国コカ・コーラボトリング株式会社高知支店

41 株式会社　四国銀行

42 リコージャパン株式会社四国支社高知事業部

43 一般社団法人　高知県建設業協会

44 ＮＰＯ法人　高知県防犯設備協会

45 セキスイハイム東四国株式会社

46 ダイドー・タケナカベンディング株式会社

47 株式会社　ほっかほっかフーヅ

48 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

49 損害保険ジャパン株式会社高知支店

50 全国共済農業協同組合連合会高知県本部

51 株式会社ローソン高知

52 セコム高知株式会社

53 株式会社フジ

54 株式会社ダスキン中国・四国地域本部

55 ミタニ建設工業株式会社　　　　　　　　　　　　　　（新規）

56 高知ヤクルト販売株式会社　　　　　　　　　　　 　（新規）

57 一般社団法人高知県ハイヤー協会　　　　　　 　（新規）

58 ヤマト運輸株式会社高知主管支店　　　　　　  　（新規）

59 有限会社野村煎豆加工店　　　　　　　　　　　　　（新規）

60
有識者

弁護士

61 経営者協会参与

62

行政機関

高知県市長会

63 高知県町村会

64 高知市

65 室戸市

66 安芸市

67 南国市
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高知県安全安心まちづくり推進会議構成員名簿（令和４年２月15日現在）

番
号

区分 構成員名

68

行政機関

土佐市

69 須崎市

70 宿毛市

71 土佐清水市

72 四万十市

73 香南市

74 香美市

75 東洋町

76 奈半利町

77 田野町

78 安田町

79 北川村

80 馬路村

81 芸西村

82 本山町

83 大豊町

84 土佐町

85 大川村

86 いの町

87 仁淀川町

88 中土佐町

89 佐川町

90 越知町

91 檮原町

92 日高村

93 津野町

94 四万十町

95 大月町
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高知県安全安心まちづくり推進会議構成員名簿（令和４年２月15日現在）

番
号

区分 構成員名

96

行政機関

三原村

97 黒潮町

98 高知県

99 高知県教育委員会

100 高知県警察
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高知県安全安心まちづくり推進会議　幹事選出団体
（令和４年２月15日から令和６年２月14日）

番号 構　成　員　名

１  高知県商工会連合会

２  高知県小中学校長会

３  高知県小中学校ＰＴＡ連合会

４  高知県タウンポリス連絡協議会

５  高知県地域安全アドバイザー連絡会

６  公益社団法人　高知県防犯協会

７  高知県民生委員児童委員協議会連合会

８  高知県連合婦人会

９  公益財団法人　高知県老人クラブ連合会

10  高知県教育委員会

11  高知県警察

12  高知県

（50音順）
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